
29 

動山人夜話 =

ヤマ ベの養殖

つりの会という旭川市で発行されてい

る月1'11紙にと道立試験均でヤマベをふや

すミという記事がIHていたの

ヤマベ，マス，サケ，ニジマス，アメ

マスの淡/J¥.養魚.種苗改良.新種創造な

どは私も企画していたので(昭和 22年以

来〕眼を誘われたの

この中に書いている親魚の保護はヤラ

ヌよりヤル方がマシであるがと苦かれて

いたが，将にそのとおりで大した対ry*は

ないが， こう「やりたL、|とは一部の人

達の良識ある希望でもあり，一般の畑、W1
心ぶりや渓流愛護の PRにもなるから一

応双予を上けーてその発展を祝福したいn

この立脚点をもう少し拡大してほしい

のでベンをとったη

1 密漁監視委員を置いてその監視下に

何百尾かのマスを天然ふ化させる手段

を書いているが，考えブjが素人奥く科

学的な裏付が全然ないのは残念であ

るの昔.夜、もこのような考え方を持っ

たこともあるが， これは所設徒労であ

り，且つもっと大切なことがあるのが

わかったの科学的に裏付や顧慮すべき

要件，養魚、に必須なる措置なと手につい

ては私も一つの私案をもっているが，

ここでベンをとるのは差し控えるつ具

体的な措置は広範に亘り科学的な裏付

げは数字と反証が必要であろう。

2. 監視員を善良なる釣り人に委嘱する

のは渓j恋愛護思想の PRにもなりはな

lや 烏 渓 風

i土だよろしL、。

3 だがここに問題がある η

イ 親魚を一定区間において保護して

産卵させた場合，それが必ず幼魚を

多く得る最善の道であろうかのなる

ほど天然ふ化はもっとも L火、産卵法

ではあるのだがこの幼魚，稚魚を害

13，害魚，害獣から保護する道を講

じてやらなくては無意味であるのこ

の措置をとらない限り，幼魚，稚魚、

の数が成魚、になった場合減少率は天

然生育の条件と同率であり，歩留り

は2%というのが常識であるのこの

数字は「何だい，少しも殖えないじ

ゃないか!というふうな声となり，

「多少ふえたらしいが大した効果が

ない|という声ともなるであろう。

ロ ふ化することより現在各渓流に稀

魚となって降海しないで'JIIに溜って

いる機能発達の遅い生後満 1年未満

のものを 6月7月ころに保護する方

がりこうだということにもなるの

幼魚し稚魚、の養魚については長く

なるからここには書くことが出来な

いが. Iオッパイを与えることのみ

を全日ってオムツをとりカミえることを

知らない母親;のような養魚は考え

直さねばならないの

ニ 111女魚は降海，滞海生活において

海流に乗るものと，その川の流域が

深く沿岸海中に入った深部に生活し
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ているものとあるが，集団防護の能

力は数が多いほど効率が上るようで

あるわこれは山女魚ばかりでなく，

生物~人絹においても同様である。

しかして渓流に育った山女魚は一度

に全部降海するものではなく.その

機能の発達過料によって!順次昨ihj本

{jEが促進されるようである n

ホ 養魚を河川で行なうためには養魚

の可能水量と酸素量と食組と運動

霞，採光量と汚染)庄が;IiUI;UI交を持っ

ており，流速がプラスになるようで

ある。とくに魚という奴は常に目醒

め，常に寝る生活をしているようで

あるから，寝ている問のJ真理を考え

てやらなく bゃならなし、。そのたj策

必須度は活動しているときの顧慮よ

り大でなければならない。

ニ，ハにかかげた諸条件を何ら意に

介さず， nj{親魚、を保護さえすれば一

ということは木によって魚を求むるに

等しく， 況んやこんな安易な考えで

1-， U女魚をj削1((しているんだ」と思う

のはナンセンスである η

すでに川11'にいる幼魚、，稚魚のJH耗
を防止しこれを保護することの方が，

何卜尾かの親魚、を獲ることよりもっと

大切なことであることは言を侠たない

が，具体的な条件は次ぎの{illくであん

う。

1) 農薬，防腐剤，殺虫剤 rJ易汚点

などからの渓流汚染の防，1を

2) 湖上降下仲碍物の排除

:1) I!)J魚，紺魚，PX:魚、にたいする布;lf

鳥獣魚の排除および電気，爆薬漁法

の排除

4) 産卵媛助

へ 国家の事業として一定の親魚宮川

日で採捕し，種卵を確保して増殖の

実を挙げ，他のマスは自由に川で採

捕させればよし、。

ト 農薬および殺虫剤による汚染，屯

気による漁法を禁ずる。

チ 銀毛山女魚、つりやメス山T:魚、つり

の禁止のことまで書いているが，こ

れは話が別である。銀毛山女魚にし

たってメス山女魚、にしたって人間が

つる員は九牛のー毛に過ぎない。他

の害鳥獣に食われる率の方が大きい

と思われる。他の損耗を少くしてJ将

殖を凶る方が良策であろう。




